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よつ葉の輪をひろげよう！秋のご紹介キャンペーン始まります♪ 

仲間づくりは暮らしやすい助け合い社会への第 1歩！ 
 
日本各地での豪雨災害だけでなく、今年の夏は世界中が異常

気象による大災害に見舞われました。人的被害もさることなが

ら、海の生き物や野生生物、そして、農畜産物の被害も甚大な

はず…。北米や中国などの広大過ぎる穀倉地帯や牧場などが壊

滅的な被害を受けてはいないか、気になります。国の食料自給

率向上の重要性を再認識します。そして世界中の異常気象はや

はり、人間の活動によってもたらされた地球温暖化と無関係で

はないようです。今の子どもたちが 80 余年の寿命を迎えるま

で、人類が存続できる環境は残るのでしょうか?  

 

生活協同組合の共同購入は、消費者同士、消費者と生産者、

そして地域がつながる助け合い（共助）の仕組みです。生産者

と消費者がつながることで生産者の生活を支えながら、消費者

の「安心・安全な食べ物を」という希望を叶えることができま

す。顔の見える関係が、健康や環境に配慮した誠実なモノづく

りを後押しします。  

よつ葉生協が推進している「地産地消」はその顔の見える関

係をより強固にし、日本の食料自給率の向上に確実に貢献しま

す。地域の農業が活性化することなしに、国全体の自給率の向

上はあり得ません。 

コロナ禍に自然災害が追い打ちをかける今、助け合い（共助）

の精神と仕組みは、これまでよりも一層、私たち一人一人の暮

らしを守り、社会全体を支え得るものです。「人間は一人では

生きられない」という原点に立ち返り、支え合って生きる仲間

を、一人でも多く増やしませんか? 

 よつ葉生協にも「プラスチックごみの削減」などの課題はあ

りますが、共同購入の仕組みも、掲げている理念も、設立当初

からＳＤＧｓ先進団体。仲間を増やして日々の暮らしを「豊か

に」生きつつ、一緒に課題に立ち向かいながら、孫の代もその

先も続く持続可能な社会をめざしましょう。仲間づくりにご協

力をお願いします！ 

（組合員活動常任理事・堀） 

秋のご紹介キャンペーン ～組合員さんのお友だちをご紹介ください～ 

2021 年 9月 21日（火）～11月 20日（土） 
 コロナ感染拡大防止のため、未加入のお宅への個別訪問が難しい状況が続いてい 

ます。組合員さんからのご紹介が力になります。どうぞよろしくお願いいたします。 

※ご紹介キャンペーンの各種特典については、各営業所発行のチラシや配送担当者 

ニュースをご覧ください。 

 

～～～組合員さんから、こんなお声をいただいています！～～～ 

☆緊急事態宣言中で買い物に行くのも控えたいところ、よつ葉生協はコロナ禍 

由来の欠品もなく毎週届けてくださる食材に本当に助けられています。 

☆よつ葉の安心・安全なお野菜や食べ物で、コロナに負けない免疫力をつけたい 

と思います。 

☆猛暑の中、コロナ禍の中、毎週休むことなく配達していただいて感謝です!  

ありがとうございます。 

 

前号でお知らせしました通り、緊急事態宣言が発令される厳しい状況下、よつ葉だよりは編集時間を

減らし縮小して発行します。9月 13日号から２ページ紙面（B4サイズ裏表）とさせていただきます。 

★ 発行は、今まで通り毎週です。 

★ 4ぺージ紙面の再開時期は、今のところ未定です。 

★【文化イベント情報】は、当面の間掲載できません。原稿をお受けできませんので、ご了承下さい。 

引き続き、皆さんに読んでもらえる紙面作りに努めて参ります。 

よつ葉だよりが今号から 2ページになりました！ 

 

 お知らせ 
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ご意見・ご感想をお寄せください。お名前と組合員番号をご記入の上、

共同購入注文書またはお手紙でお願いします。掲載の方には粗品をプレ

ゼントいたします。※掲載するにあたって事前ご連絡をすることはあり

ませんので、ご了承ください。 

●編集・発行よつ葉生活協同組合 小山市粟宮 1223 

0120-07-1613 TEL 0285-45-9100  FAX 0285-45-9101 

HP http://yotsubacoop.jp/ 

よつ葉だよりメールアドレス yotsubadayori@yahoo.co.jp 

東日本大震災･東電原発事故での支援金 募金報告（9月 1週分）                             

ご協力ありがとうございます。                 

組合員さんの温かいお気持ちが今週も寄せられています  (単位：円) 

放射能から子どもを守る募金 （900番） 7，800 

震災孤児を支援する募金   （910 番） 27，600 

「有機農業と国産種子」募金 （920 番） 11，700 

合  計 47，100 

共同購入注文書裏の「10品以上の記入欄」に該当番号と数量をご記入ください。 

WEB 注文の場合は、左側［企画商品］内の［復興支援募金］をクリック。 

一口 100円の募金になります。 
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新型コロナウイルス感染症対策たすけあい募金報告（9月 1週分）                             

ご協力ありがとうございます。                 

組合員さんの助けあいの気持ちが広がっています     (単位：円) 

栃木コロナ支えあい基金   （860番） 9，500 

群馬コロナウイルス対策募金 （861 番） 4，000 

茨城誰かのために募金    （862 番） 1，000 

合  計 14，500 

共同購入注文書の該当番号に数量をご記入ください。 

WEB 注文の場合は、左側［企画商品・募金］内の［募金関連］をクリック。 

一口 100円の募金になります。 
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那須塩原 矢板 宇都宮 

●タイトル 甲状腺エコー検査 

      東日本大震災から 10 年が経過しました。 

      昨年コロナ禍で中止になりましたが、今年は感染対策 

を徹底して 10 月に３会場で甲状腺エコー検査を開催 

します。この機会にぜひお申し込みください。 

●対  象 各市および周辺にお住まいの方 

震災当時０～１８歳の方優先 

※高校生以下は保護者付き添い。 

●締  切 定員になり次第締め切らせていただきます。 

当日受付は致しません。 

●主  催 関東子ども健康調査支援基金      

      https://kantokodomo.info/ 

               基金HP からチラシをダウンロードできます。 

●申  込 オンライン申込み 

      メール・ＦＡＸをご希望の方はお問い合せください。 

●検診実費 お一人につき 2000 円（那須塩原会場は 1000円） 

※ご来場の際はマスクの着用、検温、消毒等ご協力をお願いします。 

 感染拡大で中止になる場合は、申込された方に個別にお知らせし 

ます。 

 

●那須塩原会場 10月 23 日（土）13：30～17：00 

10 月 24日（日）9：00～13：00 

アジア学院 コイノニアハウス 

（那須塩原市槻沢 442-1） 

        定員 80 名 申込 https://bit.ly/3y3TfCj 

        問合せ 080-3206-9178 那須塩原  

放射能から子どもを守る会（手塚） 

●矢板会場   10月 30 日（土）12：30～17：30 

          城の湯 ふれあい館（矢板市幸岡18） 

        定員 55 名 申込 https://bit.ly/3kUcuKS 

        問合せ 080-6544-2427  

子供の未来を考える会ハチドリ（井田） 

●宇都宮会場  10月 31 日（日）10：00～15：00   

        まちづくりセンター まちぴあ 

（宇都宮市元今泉 5-9-7） 

        定員 50 名 申込 https://bit.ly/3BDoUMN 

        問合せ 090-4601-4227  

にじいろみらい宇都宮 事務局  

 

＜お詫び＞ 

よつ葉だより No.666、3 ページ下の「本ごころ」コーナーで、よ

つ葉文庫の本を読んだ組合員の感想を掲載しましたが、本の番号と

書名が抜けていました。 
 

➡No.1264 安田節子著『食べものが劣化する日本～命をつむぐ種子

と安心な食を次世代へ～』でした。        （理事 三輪） 

 

組合員さんの声 

 7 月 12 日号のよつ葉だよりに、人命救助の記事がありました。

時間内に配達する為に忙しく働いておられたと思いますが、事故に

遭った方にとって田熊さんの存在は、どれほど心強かったかと思い

ます。きっと配送担当の方々は、他の人に知られない様々な親切を

組合員だけでなく地域の方に示しておられると思います。田熊さん

の優しさを通して、とても温かい気持ちになりました。 

                  （鹿沼地区 M・Sさん） 

 

 暑い中配達ありがとうございます。「高校生１万人署名活動」義父

が長崎で被爆しました。小学生くらいで頭にガラス片が刺さったと

聞いています。50 才で他界しましたので私は会うことは出来ませ

んでした。コロナウイルスで平和とは言えませんが、私たち大人が

何とかしないとと思います。自分が出来ることをこれから子どもた

ちへつなげていきたいです。     （小山地区 松本幸子さん） 

 

 よつ葉だより 7 月 12 日号に掲載されていた「みどりの食料シス

テム戦略」について、大変興味深く読ませていただきました。食を

支えてくれている農業に特に関心を持つようになりました。今年 9

月予定の国連食料システムサミットに向けて、この戦略の問題点や

視点について伝えていただけるとのこと、楽しみにしております。

よつ葉だより内に書かれる予定でしょうか。多くの重要なテーマに

ついて記されると思いますが、勉強会（ZOOM発信？）を含めて、

学ぶ機会があるととても嬉しいです。 

（宇都宮地区 塚原綾子さん） 

 
 

ご意見ありがとうございます。 

みどりの戦略については、よつ葉 

だより NO.663でも取り上げました。 

国連食料サミット等についても機会 

があればお伝えしていきます。   

（理事 三輪） 

 

https://kantokodomo.info/
https://bit.ly/3y3TfCj
https://bit.ly/3y3TfCj
https://bit.ly/3y3TfCj

